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令和5年4月22日（土）

第63回南木倶楽部全国勉強会（第148回大阪読書研究会）南木隆治（みなきたかはる）

ウクライナ戦争について。

広島G7は、戦時G7。岸田氏、対中秘密警察対策もやるべし。LGBT。G7はほぼ皆肯定派（米共和党は違うが）

いずれイスラム圏の人々が大きく成長する。一夫多妻が許される世界。LGBTなど吹き飛ぶ。

「戦争」（熱戦）なら、次は高市内閣に結局なる。他に、誰が最高指揮官ができる？

①核戦争はない。ウクライナも、台湾も自前のドローン開発。アメリカだけに頼っているのではない。日本はそのレベ

ルのものを直ちに生産、あるいは入手できるか？

②千キロ飛ぶ偵察ドローン、千キロ飛ぶ攻撃に使えるドローンは既に米国製はある。敵が持つことを想定し、半導体

だけでなく、世界水準のドローン製造は、自前でもせねばならない。

③ウクライナはドローン開発を「ドロネーション」、民間寄付でやっている。「ドローン軍」も作った。そのカンパは誰でも

できる。スマホ 1台で誰もが戦争に実質参戦する時代になった。

④世界の仕組みを見抜いている『仙人』には現実の戦争と、コンピューターゲームの「戦争」の境界がもはやなくなり、

それは人の心が「創生」し続ける同じ本質だと見えるだろう。

⑤『平和』はどうすれば、『創成』できるだろうか？本当に心の底からそれを考えうるのは、国家としては日本だけかも

しれない。

⑥本日から 3週間ほどの間、天体は『水星逆行』。経験則から言っても、何が起こるかわからない。順調なことに予想

外の異変が起こり、諦めた事象が復活することもある。ここをどう俯瞰できるかが、真の実力。日本のあの方はできる。

そして世界は動いて行く。

⑦チャイナ秘密警察はG7すべてにある。日の丸行進で 2次会を開くウイグル料理店もオーナーが帰化するまでは

「人民日報」が置かれていた。言わないが監視対象だったのではないか？スパイ防止法を早く制定せよ。帰化した親

日家を守れ。

科学技術の発展と、人類の未来。

60歳くらいはまだまだ青春。150歳まで生きても、精神的に活発で、ワクワクしていられるような心をどの

ようにして持つか？子孫のため、将来生まれてくる人たちのために準備をしておいてあげないといけない。

遺伝子工学はどんどん進む。1000年生きても、持ち続けられるような目標を持てるか。これはのちに述べる「弥

勒」と通じる。

もし生まれ変わるなら。

  生まれ変わり（輪廻転生）があるなら、どんな人生が良いか。1000年後くらいの日本なら。

《だんじりの事故》怪我された方、早く治りますように。「入魂式」神様が乗っておられる乗り物だけに、堺の

ことが気になる。仁徳天皇御陵のこと。電飾は論外だが、気球は違うかもしれない。「世界遺産」などどうでも

よい。御陵を上から見下ろすことが不敬と言うなら、飛行機に乗れないし、人工衛星は認められない。そもそも

霊はもっと高い次元におられるので、何でも反対はどうかと思う。そもそも上から見るようにできているはず。

2022年2月24日から、神と悪魔の「霊と霊の戦争」が同時進行している。神事、霊のこと、以前より気を付け

るべき。戦後77年が終わり、今年は新しい77年の最初の年。

昨年、安倍首相、エリザベス女王、ゴルバチョフが亡くなり、今年松本零士氏（宇宙戦艦ヤマト）大江健三

郎氏も、坂本龍一氏が亡くなった。

この世が仮想現実で、コンピューターゲームの世界と同じ原理で動いているとすると、登場人物が退場し、世界

の様子がガラリと変わり、いわば、新しいステージに入った。

（日本人の若い優秀な政治家は必ず出る。もうきっと生まれている）大谷翔平、藤井聡太、若い人はすごい。

（大事なことは大局を見る事）一つ一つの現象よりも、トータルに現象を見る。

（岸田首相襲撃）ご無事でよかった。犯人に裏があるのか、ないのかわからないが、マスメディアが「動機」を

いくらでも深堀できるような理由が今回もついている。安倍首相、山上は「統一教会」今度、木村は「被選挙
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権」「供託金」「選挙」。同じパターンが繰り返している。大局は、ゲームのステージと同じ。「状況の変更」

が必要。アメリカだったら犯人はどうなったか。

昔、諸葛孔明が雲の動きを見て、天下の動きが分かった。なぜか。

ウクライナへ行ってからの岸田首相は目の色が変わった。

日に、日に、日本の目覚めは近づいている。歴史的時間としての戦後77年は昨年2月24日で終わった。

別の時空に入った。 台湾有事、東アジア有事はある。

終末核戦争はできないことが見えてきた。ということは、通常兵器による大戦争があり得る。

我が国は多分、アメリカとともに、対チャイナ戦争をする。

前回も話したが、我々は導かれている。隕石のこと。人類は守られている。誰かが地球を守っている、巨大隕石の空

中爆発は偶然ではない2013年にロシアに落ちた隕石。地球上の場所が持つ意味。ツングース大爆発。

日本は特別の場所。

（今上陛下の昨年4月「水サミット」でのご講演に注目。）

https://www.youtube.com/watch?v=gA5vGZ9YYlg&t=116s

昨年4月、アジア太平洋水サミットで今上陛下がされた長時間の講演。

ロシアのウクライナ侵略から2か月後と言うことも、世界史の進展についての、深い因縁。陛下が「時間、空間

を超えた何か」、「水と霊」について、深く考察され、「大和朝廷以前」の、縄文、さらにそれ以全の、全人類

の信仰について、ご自身のお考えを、世界に発信をされるということは、天皇制度始まって以来のこと

☆「令和」は我が国にとって、特別の、飛躍の時代になる

高市早苗に罠をかけたつもりのほうが罠にかかった。奈良選挙結果。高市氏が総理になったとして、その未来

から振り返ってみる。

ロシアプーチン政権が無事、温存されたまま世界史が進むことはない。チャイナ共産

党も同じ。誰もが逃げ出し

たい国家が天下を取ることはできない。

天皇制度に奴隷はいない。これが日本文明の本質。その根源は1万年間戦争がなかっ

た縄文文明。

世界中、日本よりも滅茶苦茶である。適切な経済政策と、軍備増強、特に核武装（核

共有）で我が国は初めて安

心できる。世界一の軍事強国に戦争を挑む国はない。ウクライナが核放棄しなければ、

今の悲劇はなかった。

（もう少し本質的な話をする）《キリストと、弥勒菩薩。》

先日、『日の丸行進』の後で、たまたま同方向の3人と喫茶で話をし、地下街を歩い

ているとき、すべてに先立つ「心構え」についての話になった。結局のところ、

「ここを歩いている皆さんが、みんな幸せになりますように！」と言う気持ちを自然

に、いつも持っているか、「俺だけよかったらええんや！」と思っているか。難しい

ことは何もなくて、そこだけじゃないですか、と言うことになった。

日本は、国家として、「イエス＝キリスト」のような存在でもある。広島の「安らか

に眠ってください」の記念碑はおかしな記述だが、日本国家、日本人の全体が、「汝

の敵を愛せ」と言ったイエスと同じだとみなせば、分かることであり、西洋人で、あ
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の記念碑の語句を見て、そう直感しないものは、本当のクリスチャンではないと言えるかも。政治のレベ

ルの問題は別だが、本質論的に、日本とは何かを考えるとき、一つのヒントにはなる。あの碑文は雑賀忠義広島

大学教授。パール博士を巻き込んだ論争は1951年当時からある。

量子力学の影響はますます大きく、イーロンマスクの影響もあり、「仮想現実論」は一つ時代思想。

湯川秀樹の弟子で、物理学者であるが、多分正統派からは「マッドサイエンティスト」と思われているかもしれ

ない。保江邦夫。岡山の人。 ↓岡山 吉備真備 和気清麻呂 安倍晴明 陰陽師 保江邦夫 量子力学理論物

理学 湯川秀樹 形而上学的素領域理論 ゼロポイントフィールド 「反世界」この世界の向こう側を本当に垣

間見たいという人には参考になる。

唯物論に陥ってはならない。邪教に騙されないようにしながら宗教的情操を、生涯にわたって、大切にすべき。

（以下復習を兼ねて）

宇宙的な、『日本プログラム』は必ずある。世界史年表の日本を見よ。日本だけがずっと続いている。

日英同盟復活はますます歴史の必然。映画『マトリックス』の日本へのリスペクトを忘れるな。

①この世界の動かし方、影響力の及ぼし方が、「仮想現実論」によって、大きく自由度、多様性を増している。

②(空海の事）四国と、高野山。安倍元首相の御霊は、すでに。御国を守る守護霊となられ、すでに、その結界

が形成された。憲法改正。再軍備、核武装（核シェアリング）安倍氏の構想は、安倍氏

の霊力ですべて実現する。

③我が国はロシアと（戦国時代における）「戦争中」である。ロシアは北海道の領有権

まで主張。「平和条約」を結んでいないのだから、本当だったら、国後、択捉どころか、

千島全島、カムチャッカ迄我が国が占領しても、我が国に大義はある

④仮想現実論。最近の動画。神秘主義、スピリチュアリスムと思われていたことは量子

力学、宇宙論で蘇る。

⑤（ご参考）動画「北朝鮮版・青い山脈」「同 修学旅行」等。「北朝鮮」は、早く我が国が目覚めることを願って、ミサイ

ルを撃ってくれている。日本が核武装してあげなければ、北が核を持ったまま半島統一はありえない。

日朝平和友好条約を結んだら、韓国の存在理由がなくなる。高句麗が存在した聖徳太子の時代を想起せよ。

⑥小型安全な原子炉もできたが、さらに、「常温核融合」の可能性復活。本当なら大変なこと。ニューズウィーク記事。

⑦ 「国家論」がなければ天下はとれない。新興政党はそのことが分かっていない。

⑦西暦2040年、我々は日本を完全に再興しおわっており『紀元2700年祭』を盛大に挙行せねばならない。

⑧ロシア連邦崩壊後、国連の常任理事国は？ チャイナ共産党崩壊後、国連常任理事国にチャイナの後継国家が

就任する事はあってはならない。東アジアの常任理事国は我が国でなければならない。

⑨アメリカの『因果応報』はこれから。地霊。カリフォルニア。多言語。「銃、病原菌、鉄」。

アメリカはそう長く持たない。我が国は早く目覚めよ。

⑩本来あるべき日本文明が機能していないので、その代役をアメリカが行っている。インド太平洋戦略はそれ。。

⑪国際宇宙ステーション⑫「ウクライナ危機」など、我が国の姿勢一つで。初めから起きなかった事は自明。

⑬ウクライナが必ず、自力で復興できる秘密がある。

（裁判関連）

＊ 国旗バッジ剥奪訴訟」ご協力感謝。4月13日（木）次は6月7日午前11時。

＊ 『ブルーリボン訴訟』の、「裁判官忌避」は2度行った。まだ結論は出ず、特別抗告した。先日最高裁から、

審理に入るとの報告が来た。そして1カ月を待たず、却下されたので、もうすぐ判決。

＊ （愛知トリエンナーレの）天皇陛下に向けるヘイト行為を許さない会」

＊ 『フジ住宅』は最高裁が上告を棄却して、清水裁判長の判決を認めたため、以前のように自由に社員教育ができ

なくなっており、ゆゆしき事態である。フジ住宅の経営の自由、社員の表現の自由は、判決のせいで著しく侵害さ

れている。 (終)
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（推薦図書）

「我々は仮想世界を生きている」（徳間書店）リズワン・パーク、竹内薫（監訳）、二木夢子（訳）

「現象が一変する量子力学パラレルワールドの法則」（サンマーク出版）村松大輔

「日本とアメリカを襲う21世紀型戦争の正体」（経営科学出版）ロバート・スポルディング、河添恵子他訳

「暴走する新自由主義」（経営科学出版）ポール・クレイグ・ロバーツ、小谷力訳

「世界は関係でできている」（NHK出版）カルロ・ロベッリ  「日本滅亡論」（経営科学出版）藤井聡       

「パラレルワールド」(NHK出版)ミチオ・カク     「財政破綻論の嘘」（経営科学出版）三橋貴明

「神に近づくには波長を合わせればいい」（風雲舎）安江邦夫・山本光輝

「僕が神様に愛されることをいとわなくなったワケ」（青林堂）安江邦夫

「神の物理学」（海鳴社）安江邦夫「神と人をつなぐ宇宙の大法則」（マキノ出版）安江邦夫・稲葉耶季

「祈りが護る国アラヒトガミの霊力をふたたび」（明窓出版）安江邦夫

「神に近づくには波長を合わせればいい！」（風雲舎）安江邦夫・山本光輝

「語ることができない封じられた日本史」（bio）安江邦夫  『頓悟入門』禅の語録6（筑摩書房）平野宗浄

「秘密結社ヤタガラスの復活」安江邦夫・雑賀信朋「ありのままで生きる」（マキノ出版）安江邦夫・矢作直樹

「失われた日本人と人類の記録」（青林堂）矢作直樹・並木良和  『ポリコレの正体』（方丈社）福田ますみ          

「天皇」（廣済堂）矢作直樹          「銃、病原菌、鉄」。（草思社文庫）ジャレド・ダイアモンド

「世界を統べる者」（ワニブックス）矢作直樹・宮澤信一    「地図で見るロシアハンドブック」（原書房）         

「死は存在しない」「運気を磨く」（光文社）田坂広志 「すべては導かれている」（PHP）田坂広志

「世界から恐れられた7人の日本人」（DIRECT）丸谷元人 「1945私の満州脱出記」稲毛幸子（ハート出版）

「日本人だけが知らなかった安倍晋三の真実」（ワニブックス）西村幸祐

「吉田茂という病」（自由社）杉原誠四郎x 波多野澄雄   「花と火の帝」（日本経済新聞社）隆慶一郎

「がんで余命ゼロと言われた私の死なない食事」（幻冬舎）神尾哲夫

「統治者フィリップ・ドルー」（高木書房）エドワード・マンデル・ハウス 林千勝 監訳・解説

「世界のニュースを日本人は何も知らない」①②③（ワニブックス）谷本真由美

「日本をウクライナにさせない」（WAC）大高未貴     「自省録」（岩波文庫）マルクス・アウレリウス

「空海と密教」（祥伝社黄金文庫）ひろさちや        「韓非子 悪とは何か」（産経セレクト）加地信行

「マインドコントロールの恐怖」 (ノンフィクションブックス)スティーヴンハッサン

『国連の正体』（DIRECT）藤井厳喜         「マネーモンスター中華帝国の崩壊」（DIRECT）藤井厳喜

「アメリカの小学生が学ぶ歴史教科書」（ジャパンブック）村田薫                 

「妻子の死からホームレス支援へ」（アートビレッジ）石黒大圓 「太平洋戦争の大噓」（DIRECT）藤井厳喜

「アメリカの崩壊」（方丈社）山中泉 「日本人に隠しておけないアメリカの崩壊」（ハート出版）マックス・シュラー

『良心をもたない人々 』（草思社文庫）マーサスタウト 「一人の力で日経平均を動かせる男の投資哲学」（角川書店）cis

「我、国連でかく戦えり」（ワニ・プラス）藤木俊一        「不況克服の経済学」（同文館出版）丹羽春喜

「高等科 国史」（ハート出版）三浦小太郎 「興亜の大業」（経営科学出版）松岡洋右

「英国諜報員 アシェンデン」（新潮文庫）サマセット・モーム 「国難と北条時宗」（DIRECT）関靖

「親日韓国人ですが、何か？」（悟空出版）ＷＷＵＫ×呉善花       裏から見た支那人」（DIRECT）笠井孝

「Hanada大村知事リコール」    「失われた日本人と人類の記憶」（矢作直樹・並木良和）

「国家の尊厳」「違和感の正体」「バッシング論」（新潮新書）先崎彰容    

「自立国家日本のつくり方」（DIRECT）北野幸伯 「ウクライナからの教訓」クライテリオン2022、７月号

「ケーキの切れない非行少年たち」（新潮新書）宮口幸治    「逝きし世の面影」（平凡社）渡辺京二

（南木が繰り返し推薦する名著） 「隠れていた宇宙 下」（早川書房）ブライアン・グリーン

「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎（その他 映画 等） 「フライング・タイガー」DVD1942年アカデミ

ー賞受賞作主演ジョン・ウェイン・・アメリカが先に参戦していた事の自白に等しい。「モロッコ」DVD1930年

主演マレーネ・ディートリッヒ・・戦場慰安婦は万国共通。（以上）


